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コ
ロ
ナ
禍
で
体
を
動
か
さ
な
い
、

食
事
が
偏
る
、
人
と
の
会
話
が
減
る

…
こ
ん
な
生
活
が
続
き
身
体
や
認

知
機
能
に
影
響
が
出
る
。 

そ
の
結
果
、
介
護
が
必
要
な
一
歩

手
前
の
状
態
「
フ
レ
イ
ル(frail

)

」

《
脆
弱
な
、
虚
弱
な
》
と
呼
ば
れ
る

状
態
に
陥
れ
ま
す
。 

い
ま
、
こ
う
し
た
「
コ
ロ
ナ
フ
レ

イ
ル
」
の
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る

実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。 

専
門
家
は
、
健
康
寿
命
が
短
く
な

る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。 

平
均
寿
命
は
、
男
性
な
ら
約
81

歳
、
女
性
な
ら
約
86
歳
ま
で
生
き

る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
つ
大
切
な
こ
と
は
、
「
生
き
る
」

に
加
え
て
「
元
気
に
自
立
し
て
生
き

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
の
違
い
を
明
確
に
す
る
た
め
、
平

均
寿
命
と
は
別
に
、
健
康
寿
命
と
い 

       

う
言
葉
が
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
ま
さ
に
「
元
気
に
自
立
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
期

間
」
を
指
し
た
言
葉
で
す
。 

日
本

人
の
健
康
寿
命
は
、
男
性
な
ら
約

72
歳
、
女
性
な
ら
約
75
歳
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
均
的
に
最
後
の
約
10
年
を
、

支
援
や
介
護
を
受
け
て
生
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。 こ

の
10
年
も
、
で
き
る
こ
と
な

ら
人
の
助
け
を
借
り
ず
に
健
康
に

暮
ら
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

で
は
最
後
の
10
年
も
元
気
に
生

き
る
た
め
に
、
ど
の
様
な
行
動
を
起

こ
し
て
い
く
か
で
す
。 

健
康
寿
命
を
た
も
つ
に
は
、
「
睡
眠

を
し
っ
か
り
と
る
」
「
朝
の
日
光
を

浴
び
る
」
「
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
を

と
る
」「
軽
い
運
動
を
す
る
」「
人
と

の
会
話
」
は
、
健
康
を
保
つ
上
で
も

大
事
だ
と
指
摘
さ
れ
ま
す
。 
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人
間
の
体
内
時
計
は
、
24
時
間
よ

り
も
少
し
長
い
の
で
す
が
、
こ
れ
を

リ
セ
ッ
ト
し
て
く
れ
る
の
は
「
朝
の

光
」
で
す
。 

 

朝
の
日
光
を
し
っ
か
り
浴
び
る

こ
と
で
、
生
活
の
リ
ズ
ム
が
整
え
ら

れ
ま
す
。 

町
内
会
で
は
、
6
時
半
、
8
時

半
の
2
回
「
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
朝
の
光
で
リ
セ

ッ
ト
し
て
く
れ
ま
す
。 

又
、
毎
週
木
曜
日
に
「
茶
話
会
」

「
カ
ッ
ピ
ー
体
操
」
「
趣
味
の
会
」

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

             

健
康
寿
命
は
、
自
分
自
身
の
前
向

き
な
生
き
方
の
中
に
あ
り
ま
す
。 

平
家
物
語
に
、「
自
因
自
果
」(

じ

い
ん
じ
か)

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い

ま
す
。 

意
味
は
、
「
自
分
の
ま
い

た
タ
ネ
は
、
自
分
が
刈
り
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
い
う
こ
と
で

す
。 健

康
寿
命
を
伸
ば
す
か
縮
め
る

か
は
自
分
の
行
い
の
結
果
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
怠
る
と
結

果
が
出
ま
す
。 

知
恵
を
絞
り
、
各
自
の
で
き
る
こ

と
を
行
動
に
移
し
ま
し
ょ
う
。 

  
副
会
長
の
一
年
を
振
り
返
っ
て 

 
9
班 

齊
藤 

芳
子 

 

昨
年
度
町
内
会
副
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
殆
ど 

お
役
に
立
て
な
か
っ
た
の
で
は
?

と
心
苦
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
は
す
べ
て
な
く

な
り
、
唯
一
の
お
仕
事
は
、
毎
月
の

定
例
会
。 

そ
ん
な
中
で
も
、
班
長
さ
ん
皆
様
出

席
し
て
下
さ
り
、
代
案
を
考
え
た
り
、

忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が
出
来
ま

し
た
。 

行
事
の
予
算
を
マ
ス
ク
配
布
や
助

け
合
い
に
還
元
で
き
た
こ
と
は
、
そ

の
成
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

特
に
伊
藤
副
会
長
に
は
お
世
話

に
な
り
、
短
い
期
間
で
し
た
が
、
町

内
会
が
果
た
す
縁
の
下
の
力
持
ち

的
な
役
割
も
垣
間
見
ら
れ
た
気
が

し
ま
す
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

      

 
 

以
前
の
経
験
を
い
か
し
て 

 

5
班 

杉
原 

芳
香 

 

今
回
、
9
班
の
齊
藤
さ
ん
か
ら

副
会
長
の
バ
ト
ン
を
も
ら
い
ま
し

た
。 

か
な
り
前
に
な
り
ま
す
が
、

副
会
長
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

そ
の
時
か
ら
す
る
と
会
員
さ
ん
の

顔
ぶ
れ
が
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し

た
。 新

し
い
会
員
さ
ん
も
仲
良
く
町

内
会
の
仕
事
を
し
て
い
け
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
も
例
年
通
り
「
ふ
れ
あ
い
活

動
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
先

の
こ
と
は
わ
か
り
に
く
い
こ
の
頃

で
す
。 

と
り
あ
え
ず
は
、
経
験
を

い
か
し
て
出
来
る
だ
け
の
こ
と
を

や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

   

暫
ら
く
の
間
、
通
行
止
め
に
な
っ
て
い

た
遊
歩
道
が
現
在
通
行
可
能
に
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
以
前
よ
り
高
さ
が
で
き

た
た
め
、
継
ぎ
目 

に
な
る
部
分
の
角 

度
が
急
な
勾
配
と 

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

遊
歩
道
の
工
事 

は
９
月
30
日
ま
で
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
転
車
を
使
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
は
、
早
朝
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夜
間
、
譲
り
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
に
は
気
を
付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

け
な
け
れ
ば
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

け
ま
せ
ん
ね
。 

通
行
可
能
で
す
が
、 

遊
歩
道
の
高
低
差
に
注
意
！ 



広報やなせがわ第 53 号（2021 年 06 月 27 日発行）     - 3 -  

 

                

自
主
防
災
訓
練
内
容 

 

 

１
．
可
搬
式
ポ
ン
プ
の
継
手
の
訓
練 

 

２
．
小
型
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
呼
び
水
注
入

訓
練  

３
．
可
搬
式
ポ
ン
プ
の
稼
働
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
習
熟
訓
練 

 

４
．
リ
ヤ
カ
ー
で
防
災
用
具
（
土
嚢
）
等

の
運
搬
訓
練 

 

５
．
ト
イ
レ
着
替
え
テ
ン
ト
組
み
立
て
訓

練 

６
．
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認 

（
持

参
願
い
ま
す
） 

 

７
．
非
常
用
雨
水
タ
ン
ク
に
つ
い
て 

                             

               

              

             

市
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
等
の
避

難
所
の
開
設
や
混
雑
状
況
等
に
つ
い
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
施
設
の
空
き
情
報
を
配

信
し
ま
す
。 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
、
各
避
難
所
の

位
置
情
報
や
、
災
害
発
生
時
の
避
難
所
の
開

設
状
況
や
混
み
具
合
を
地
図
上
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

表
示
は
、
「
空
い
て
い
ま
す
」
「
や
や
混
雑
」

「
混
雑
」「
満
」
の
4
段
階
で
す
。 

混
み
具
合
の
情
報
は
、
本
市
の
職
員
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
管
理
画
面
か
ら
操
作
す
る

こ
と
で
更
新
で
き
る
た
め
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

な
情
報
の
発
信
が
可
能
で
す
。 

こ
れ
に
よ

り
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
に
つ
な
が
り
ま
す
。 
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第
５
０
号
の
広
報
で
、
健
康
維
持
の

た
め
に
市
内
散
策
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
散
策
を
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
志

木
市
内
に
は
、
多
く
の
史
跡
や
文
化
財

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。 

そ
こ

で
、
今
回
か
ら
は
、
散
策
経
路
と
共
に

史
跡
や
文
化
財
に
つ
い
て
、
詳
し
く
調

べ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
は
、
令
和
二
年
三
月
一
六
日
付

け
の
「
官
報
」
に
あ
る
「
文
部
科
学
省

告
示
第
27
号
」
で
、
国
の
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
、
志
木
の

田
子
山
富
士
塚
に
つ
い
て
、
見
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

１
．
経
路 

町
内
会
館
（
５
３
０
ｍ
）
行
屋
稲
荷

神
社
と
庚
申
塔(

市
指
定
文
化
財)

（
２

０
０
ｍ
）
寶
幢
寺
前
の
馬
頭
観
音
文

字
塔(

市
指
定
文
化
財)

（
６
０
０
ｍ
）

敷
島
神
社
入
口
（
２
０
０
ｍ
）
田
子
山

富
士
塚
さ
ら
に
足
を
伸
ば
し
て
、
富
士 

 

                            

                             

塚
と
敷
島
神
社
の
間
を
抜
け
て
、
２
０

０
ｍ
ほ
ど
行
き
ま
す
と
、
新
河
岸
川
に

出
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
、
富
士
下
橋
あ
じ

さ
い
通
り
が
３
～
４
０
０
ｍ
ほ
ど
続

き
、
六
月
上
旬
頃
に
は
見
事
な
あ
じ
さ

い
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

２
．
富
士
信
仰
と
富
士
塚 

古
く
か
ら
、
富
士
山
を
畏
敬
し
崇
拝

す
る
富
士
信
仰
が
盛
ん
で
し
た
が
、
江

戸
中
期
頃
か
ら
富
士
講
（
富
士
登
山
を

目
的
と
す
る
集
ま
り
）
が
盛
ん
に
作
ら

れ
、
富
士
山
に
行
け
な
い
人
の
た
め
に
、

各
地
に
富
士
山
を
模
し
た
富
士
塚
が

数
多
く
造
ら
れ
ま
し
た
。 

 

富
士
塚
に
は
、
次
の
条
件
が
必
要
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

①
頂
上
に
祠
（
浅
間
神
社
石
祠
）
が
あ

る
。
②
塚
の
下
に
は
里
宮
（
浅
間
下
社

石
祠
）
を
建
て
る
。
③
④
中
腹
に
小
御

岳
神
社
・
烏
帽
子
磐
碑
が
あ
る
こ
と
。

⑤
山
裾
に
洞
穴
（
御
胎
内
）
を
造
る
こ

と
。
⑥
黒
ボ
ク
（
富
士
山
の
溶
岩
）
を

使
用
す
る
こ
と
。
⑦
登
山
道
に
は
合
目

石
を
立
て
る
こ
と
。
⑧
頂
上
か
ら
霊
峰

富
士
を
遙
拝
出
来
る
こ
と
。 

田
子
山
富
士
塚
は
、
こ
の
全
て
を
満

た
し
、
さ
ら
に
、
多
く
の
条
件
で
富
士

山
を
模
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

行屋稲荷神社 行屋稲荷の庚申塔 

寶幢寺前の馬頭観音文字塔 敷島神社参道入り口 

鳥居越しの富士塚 登山道登り口 新河岸川への降り口 富士下橋あじさい通り 
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ま
た
、
今
で
も
山
開
き
（
七
月
最
初

の
週
末
日
）
と
山
仕
舞
い
（
八
月
二
十

一
日
に
近
い
週
末
日
）
の
神
事
が
行
わ

れ
て
お
り
、
現
存
の
富
士
塚
で
、
両
方

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
田
子
山
富

士
塚
と
清
瀬
市
に
あ
る
中
里
の
富
士

塚
だ
け
だ
そ
う
で
す
。 
な
お
、
入
山

で
き
る
日
は
、
大
安
、
友
引
の
日
の
午

前
十
時
か
ら
午
後
三
時
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

３
．
築
造
の
歴
史 

田
子
山
富
士
の
あ
る
場
所
に
は
、
古
く

か
ら
「
田
子
山
塚
」
と
呼
ば
れ
る
小
さ

な
丘
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
円
墳
だ
っ
た

と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

こ
の
塚
の
上
に
、
南
北
朝
時
代
１
３

４
０
年
と
明
記
さ
れ
た
板
碑
が
浅
間

下
社
の
ご
神
体
と
し
て
現
存
し
て
い

ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
旅
の
僧
（
寶
幢
寺
の
僧
と

も
言
わ
れ
る
）
承
海
和
尚
が
富
士
山
に

行
っ
て
入
定
す
る
の
に
先
立
ち
、
逆
修

（
生
前
葬
）
の
板
碑
を
建
立
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
地
に
、
明
治
二
年
十
月
に
引
又

宿
（
志
木
市
本
町
）
で
、
醤
油
づ
く
り

を
し
て
い
た
高
須
庄
吉
が
「
天
下
泰
平
」

を
祈
願
し
て
着
工
し
、
明
治
五
年
六
月

に
完
成
し
ま
し
た
。 

 

                   

      

工
事
に
関
わ
っ
た
人
は
、
延
べ
二
万
五

千
人
を
超
え
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い

ま
す
。 

寄
進
者
は
近
隣
町
村
の
み
な
ら
ず
、

北
は
山
形
・
宮
城
、
西
は
岐
阜
・
静
岡

県
な
ど
二
百
六
十
三
地
域
に
及
び
、
二

千
四
百
人
を
超
え
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

当
時
の
名
優
、
尾
上
菊
五
郎
、

中
村
仲
蔵
、
坂
東
三
津
五
郎
、
中
村
芝

翫
、
岩
井
半
四
郎
な
ど
の
歌
舞
伎
役
者

の
名
前
が
玉
垣
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
こ
と
な
ど
か
ら
、
舟
運
の
発
達

に
よ
り
、
当
時
の
引
又
（
現
志
木
市
）

商
人
の
財
力
が
、
か
な
り
の
も
の
だ
っ

た
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

４
．
ま
と
め
・
参
考
文
献 

 

田
子
山
富
士
塚
の
大
き
さ
は
、
高
さ

約
八
・
七
メ
ー
ト
ル
、
直
径
約
三
〇
メ

ー
ト
ル
、
石
造
物
は
（
御
胎
内
を
含
め
、

登
山
道
は
除
く
）
百
五
十
四
点
に
も
お

よ
ぶ
多
さ
で
、
そ
の
す
べ
て
を
紹
介
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、
柳
瀬
川
図

書
館
に
所
蔵
さ
れ
た
次
の
文
献
資
料

を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

① 

「
郷
土 
志
木
」 

第
４
９
号 

特
集 

田
子
山
富
士
塚 

志
木
市
郷
土

史
研
究
会 

 

令
和
二
年
に
国
の
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
合
わ

せ
て
編
集
さ
れ
、
他
の
富
士
塚
の
比
較

な
ど
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

② 

「
田
子
山
富
士
の
ナ
ゾ
」 

歴
史

編
・
お
宝
編
・
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
編 

田
子
山
富
士
保
存
会 

小
冊
子
で
、
カ
ラ
ー
写
真
な
ど
も
数
多

く
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
読
み
や

す
い
と
思
い
ま
す
。 

③ 

「
田
子
山
富
士
塚
」
保
存
修
理
事

業
報
告
書 

田
子
山
富
士
保
存
会 

 

経
年
劣
化
や
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
石
造
物
の
倒
壊
や
崩
落
が
進
ん
だ

た
め
、
埼
玉
県
・
志
木
市
・
有
志
の
寄

付
に
よ
り
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
二

十
九
年
度
に
実
施
さ
れ
た
保
存
集
作

業
に
つ
い
て
の
報
告
書
に
な
り
ま
す
。 

 

数
多
く
の
平
面
図
や
石
造
物
の
写

真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ペ
ー

ジ
数
は
多
い
で
す
が
、
時
間
の
あ
る
時

に
、
じ
っ
く
り
と
眺
め
る
の
も
い
い
も

の
で
す
。 

 

追
記 

平
成
二
十
五
年
に
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
、
富
士
山
の
構
成
資
産
の

一
つ
に
含
ま
れ
る
「
吉
田
胎
内
樹
形
」
は
、

宗
岡
浅
間
神
社
の
星
野
勘
蔵
氏
が
、
発
見

し
開
基
し
た
も
の
で
す
。 

田子山富士塚略図 田子山富士塚全景 明治初期の引又宿の様子 板碑の文言 
歌舞伎役者名の玉垣 
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ワ
ク
チ
ン
接
種 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル.

pdf [3
73K

B pdf

フ
ァ
イ
ル]

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

ワ
ク
チ
ン
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て 

 

志
木
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱

な
く
安
心
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
等
を
考
慮

し
、
段
階
的
に
接
種
券
を
郵
送
し
、
接
種

を
順
次
進
め
て
い
ま
す
。 

現
在
、
65
歳
以
上
の
人
に
接
種
券
を
郵

送
し
、
接
種
を
始
め
て
い
ま
す
。 

65
歳
未
満
の
人
に
関
し
ま
し
て
は
、
6

月
28
日
月
曜
日
か
ら
5
歳
刻
み
で
、
毎
週

月
曜
に
発
送
予
定
で
す
。 

                

現
時
点
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ワ
ク
チ
ン

供
給
状
況
に
よ
っ
て
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

（
令
和
3
年
6
月
7
日
現
在
） 

 

接
種
の
予
約
に
つ
い
て 

接
種
日
の
予
約 

接
種
券
が
届
き
ま
し
た
ら
、
電
話
で
の

予
約
に
な
り
ま
す
。 

予
約
は
、
2
回
分

の
接
種
の
予
約
を
お
取
り
し
ま
す
。 

予
約
先 

志
木
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
・
予
約
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。 

電
話
番
号
：0

5
7
0-

0
0
3-9

90
 

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
（
土
曜
日
、

日
曜
日
、
祝
日
も
受
付
） 

 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
電
話
は
く
れ
ぐ
れ

も
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に
つ
い
て 

5
月
24
日
午
後
1
時
よ
り
予
約
開
始 

ロ
グ
イ
ンID

：
券
番
号
（
10
桁
の
数
字
） 

パ
ス
ワ
ー
ド
：
ご
自
身
の
西
暦
で
の
生
年

月
日
（
8
桁
）
で
ロ
グ
イ
ン
し
ま
す
。 

ht
tps:/

/area
34.sm

p.ne.jp
/area

/s

wi
tch/0

0002G
0005f

jjJSV4k
/resL

og

in
Switc

hing
 

左
上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
、
右
記
の

URL

か

ら
予
約
シ
ス
テ
ム
に
入
れ
ま
す
。 

た
だ
し
、
一
部
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

は
対
応
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
場
合

は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
電
話
に
て
ご

予
約
く
だ
さ
い
。 

 

接
種
場
所 

志
木
市
内
の
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま

す
。 

原
則
１
回
目
と
２
回
目
共
に
同

じ
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。 

市
外
の
医
療
機
関
に
入
院
中
の

方
等
に
つ
い
て
は
、
市
外
で
の
接
種
も
可

能
で
す
。 

市
外
接
種
の
対
象
者
の
範
囲

や
受
診
方
法
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
国
か

ら
示
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。   

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

FAX

番
号
：0570

-
080-8

30
 

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
予
約
は
、
最
初
に
聴

覚
に
障
が
い
が
あ
る
の
で
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

予
約
を
し
た
い
旨
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。 

そ
の
後
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
・
予
約
セ
ン
タ
ー
か
ら
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
の
申
込
用
紙
を
返
信
し
ま
す
の
で
、

ご
記
入
の
上
送
信
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 ※
接
種
医
療
機
関
へ
の
連
絡
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
者
向
け
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
お

接
種
費
用 

接
種
費
用
は
無
料
で
す
。 

持
参
品 

・
接
種
券
（
シ
ー
ル
タ
イ
プ
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
台
紙
か
ら
は
が
さ
ず
に
そ
の

ま
ま
ご
持
参
下
さ
い
。） 

・
本
人
確
認
書
類
（
健
康
保
険
証
な
ど
）  

・
記
入
済
の
予
診
票 

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
原
則
と
し
て
、
住

民
票
所
在
地
の
市
町
村
（
住
所
地
）
の
医

療
機
関
や
接
種
会
場
で
接
種
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、

ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
医
療

機
関
や
接
種
会
場
を
探
す
に
は
、
接
種
総

合
案
内
サ
イ
ト
「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
ナ
ビ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

一
方
で
職
場
な
ど
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

「
職
域
接
種
」
に
つ
い
て
、
国
は
一
部
を

除
い
て
6
月
21
日
か
ら
始
め
る
方
向
で

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

職
域
接
種
を
行
う
企
業
や
大
学
は
、
会

 

https://www.city.shiki.lg.jp/index.cfm/51,105001,c,html/105001/20210607-142207.pdf
https://area34.smp.ne.jp/area/switch/00002G0005fjjJSV4k/resLoginSwitching
https://area34.smp.ne.jp/area/switch/00002G0005fjjJSV4k/resLoginSwitching
https://area34.smp.ne.jp/area/switch/00002G0005fjjJSV4k/resLoginSwitching
https://area34.smp.ne.jp/area/switch/00002G0005fjjJSV4k/resLoginSwitching
https://v-sys.mhlw.go.jp/
https://v-sys.mhlw.go.jp/
https://v-sys.mhlw.go.jp/
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場
や
接
種
予
定
回
数
、
開
始
予
定
日
な
ど

の
計
画
を
立
て
た
う
え
で
、
事
前
に
国
と

都
道
府
県
に
申
請
を
出
す
必
要
が
あ
り
、

申
請
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、
必
要
な
数
の
ワ

ク
チ
ン
が
国
か
ら
企
業
や
大
学
に
届
け
ら

れ
る
仕
組
み
で
す
。 

自
治
体
で
の
接
種
で
は
現
在
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
製
の
ワ
ク
チ
ン
が
使
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
職
場
な
ど
で
の
接
種
で
は
モ
デ
ル
ナ

製
の
ワ
ク
チ
ン
が
使
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

                   

     

国
が
行
う
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
で

の
対
象
者
が
18
歳
か
ら
64
歳
に
拡
大
さ

れ
た
こ
と
よ
り
、
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー

で
の
接
種
を
希
望
す
る
人
で
ま
だ
接
種
券

が
届
い
て
い
な
い
人
へ
は
、
個
別
に
接
種

券
を
発
送
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

〔
連
絡
先
〕 

志
木
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ

ク
チ
ン
接
種
支
援
室 

電
話:

0
4
8-4

8
6-
2
95
0 

受
付
時
間:

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分 

〔
注
意
事
項
〕 

18
歳
か
ら
64
歳
で
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
初
め
て
受
け
る
人
（
１
回
目
接

種
の
人
）
が
対
象
で
す
。 

市
と
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
で
は
ワ
ク

チ
ン
の
種
類
が
違
う
た
め
、
１
回
目
を
大

規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
で
接
種
を
受
け
た
人

は
、
２
回
目
も
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
で

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

二
重
予
約
を
防
ぐ
た
め
、
大
規
模
接
種

セ
ン
タ
ー
で
予
約
を
し
た
人
は
市
で
は
予

約
を
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

キ
ャ
ッ
プ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
志
木 

【
キ
ャ
ッ
プ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
】
も
っ
た
い

な
い
バ
ン
ク
に
つ
い
て 

接
種
予
約
の
急
な
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
で

ワ
ク
チ
ン
が
余
っ
て
し
ま
う
と
廃
棄
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

余
り
が
出
た
と

き
に
、
す
ぐ
に
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
け

る
方
の
事
前
登
録
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
廃
棄
ゼ
ロ
の
取

り
組
み
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【
お
願
い
】 

・
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に
電
話

で
ご
案
内
し
ま
す
。 

・
電
話
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
際
、
不
在
着

信
の
折
り
返
し
を
い
た
だ
い
て
も
ご
対
応

で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

医
療
ス
タ
ッ
フ
体
制
に
も
限
り
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ご
了
承
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

・
連
絡
後
、
２
時
間
程
度
で
接
種

を
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
（
接
種

す
る
際
は
本
人
確
認
書
類
：
保
険
証
・
運

転
免
許
証
等
は
必
ず
必
要
で
す
）
。 

・
高
齢
者
、
医
療
従
事
者
な
ど
を
優
先
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
廃
棄
を
な
く
す

た
め
に
、
ど
な
た
で
も
ご
登
録
い
た
だ
け

ま
す
。 

な
お
、
５
月
13
日
現
在
、
日
本

で
は

16
歳
以
上
で
の
み
実
施
が
可
能
で

す
。 

    

   

初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
長
い
期
間
に
わ

た
っ
て
ブ
ル
ー
や
白
の
涼
し
げ
な
花
を
咲

か
せ
て
く
れ
る
、
ル
リ
マ
ツ
リ
。 

４
月
頃

か
ら
新
梢
が
動
き
始
め
、
植
え
付
け
の
適
期

は
、
霜
が
降
り
る
心
配
の
な
く
な
っ
た
５
〜

６
月
頃
。
旺
盛
に
生
育
し
、
６
〜
10
月
ま
で

職
域
接
種
に
つ
い
て
は
、 

大
変
多
く
の
ご
申
請
を
い
た 

だ
い
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
の 

出
荷
可
能
な
量
を
超
え
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
６
月
２５
日
（
金
）
午

後
５
時
か
ら
、
職
域
接
種
に
係
る
新
規
の
申
請

の
受
付
を
一
旦
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

準
備
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
等
の
関
係
者
の

皆
様
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

な
に
と
ぞ
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
い
た

申
請
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
確
認
し
、
順
次
、

ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

お
時

間
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

一
旦
休
止
で
す
。 
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長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
開
花
し
続
け
ま
す
。 

寒
く
な
る
11
月
下
旬
頃
に
な
る
と
生
育

が
止
ま
り
ま
す
が
、
越
年
し
て
翌
春
に
は
ま

た
新
梢
を
出
す
と
い
う
サ
イ
ク
ル
。 

生
命

力
旺
盛
で
、
一
度
根
付
け
ば
毎
年
開
花
し
て

く
れ
る
、
息
の
長
い
植
物
で
す
。
花
が
少
な

く
な
る
真
夏
に
も
暑
さ
に
負
け
る
こ
と
な

く
次
々
と
つ
ぼ
み
を
上
げ
て
咲
き
、
庭
に
華

や
ぎ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。 
放
任
す

る
と
大
き
く
育
っ
て
庭
の
ス
ペ
ー
ス
を
占

領
し
ま
す
が
、
剪
定
に
よ
っ
て
樹
高
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、
小
さ
く
仕
立

て
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

生
育
期
間
な
ら

ど
こ
で
切
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で
、
仕
立 

 

           
 
 
 
 
 
 
 

６
班   

任 

立
泰 

  

て
や
す
い
花
木
で
す
。 

半
つ
る
性
で
、
他

者
に
絡
み
な
が
ら
這
う
よ
う
に
こ
ん
も
り

と
茂
り
ま
す
が
、
自
立
さ
せ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。 

ル
リ
マ
ツ
リ
は
、
「
瑠
璃
色
の
マ

ツ
リ
カ
」
と
い
う
意
味
で
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。 

学
名
の
「
プ
ル
ン
バ
ゴ
」
の
名
前
で

流
通
す
る
こ
と
も
多
く
、
「
ア
オ
マ
ツ
リ
」

の
別
名
も
持
っ
て
い
ま
す
。 

ル
リ
マ
ツ
リ

の
花
言
葉
は
、
「
い
つ
も
明
る
い
」
「
同
情
」

「
ひ
そ
か
な
情
熱
」
な
ど
。 

開
花
期
が
長

く
、
花
つ
き
も
よ
い
こ
と
か
ら
「
い
つ
も
明

る
い
」
、
長
い
開
花
に
よ
っ
て
心
を
寄
せ
て

く
れ
る
様
子
を
「
同
情
」
と
表
現
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。 

 

町
内
会
の
皆
様
、は
じ
め
ま
し
て
。 

今
年
、
柏
町
に
引
っ
越
し
て
ま
い
り
ま
し
た

任
（
ニ
ン
）
と
申
し
ま
す
。  
家
族
構
成
は
、

私
と
妻
、
一
年
生
の
長
男
、
ギ
ョ
ウ
ソ
ウ
の

三
人
家
族
で
す
。  

以
前
は
一
人
で
中
野

区
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
家
族
が
日
本
に

き
て
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
を
考
え
て
こ

ち
ら
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。 

皆
さ
ん
が

と
て
も
優
し
く
て
、
こ
こ
に
引
っ
越
し
て
き

て
半
年
、
私
達
家
族
は
楽
し
く
暮
ら
し
て
い

ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

    

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
自
治
体
ば
か
り
で
な
く

大
学
・
職
場
で
急
激
に
進
み
つ
つ
あ
る
中
、

モ
デ
ル
ナ
社
製
の
ワ
ク
チ
ン
入
荷
数
に
対

し
て
の
申
し
込
み
数
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
新
規
の
職
域
接

種
の
受
付
が
停
止
さ
れ
、
一
方
で
自
治
体
に

お
い
て
も
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
の
ワ
ク
チ
ン

が
希
望
数
に
届
か
ず
接
種
予
定
を
変
更
す

る
事
態
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
と
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

 

こ
れ
か
ら
接
種
券
が
届
く
私
た
ち
の
世

代
は
順
調
な
ら
７
月
中
に
は
一
回
目
を
打

つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
予
定
通
り
に
進
む
で
し
ょ
う
か
？ 

そ

し
て
人
流
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
今
夏

も
家
族
で
実
家
へ
の
帰
省
は
難
し
い
の
か

な
と
考
え
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

（
Ｍ
） 

 

昨
年
に
引
き
続
き
、
広
報
の
内
容
は
コ
ロ

ナ
関
連
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
て
、
梅
雨
の
時
期
は
う

っ
と
う
し
さ
が
増
し
ま
す
ね
。 

そ
ん
な
時
、
さ
わ
や
か
な
色
と
り
ど
り
の

紫
陽
花
に
心
癒
さ
れ
ま
す
。 

紫
陽
花
の
こ

と
を
「
よ
ひ
ら
」
と
も
い
う
そ
う
で
す
ね
。

俳
句
の
テ
レ
ビ
番
組
で
知
り
ま
し
た
。 

お
家
時
間
に
俳
句
を
ひ
と
ひ
ね
り
と
い
う

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
 (

Ｔ) 

 

私
が
志
木
に
移
り
住
ん
だ
の
は
、
昭
和
四

十
五
年
頃
の
私
が
ま
だ
高
校
生
の
時
で
し

た
。 

そ
の
当
時
は
噂
で
、
１
時
間
に
電
車

が
３
本
し
か
走
っ
て
い
な
い
（
準
急
の
こ
と

で
し
た
）
と
言
わ
れ
、
住
所
も
北
足
立
郡
足

立
町
大
字
志
木
と
聞
き
慣
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、
は
じ
め
て
、
父
親
と
見
学
に
来
た
と

き
は
、
畑
だ
ら
け
で
、
泣
き
た
く
な
っ
た
も

の
で
す
。
さ
ら
に
、
知
り
合
い
や
友
達
も
東

京
に
し
か
お
ら
ず
、
志
木
に
は
、
た
だ
寝
に

帰
る
だ
け
の
所
で
し
た
。 

そ
ん
な
わ
け
で
、

志
木
の
事
は
、
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
十
年
ほ
ど
前
に
こ
ち
ら
に
戻
っ
て
き
、

ま
た
、
最
近
に
な
り
、
市
内
を
散
策
し
て
い

る
と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、
名
所
や
史
跡
が

あ
る
こ
と
が
判
り
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
志

木
市
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

機
会
が
あ
れ
ば
、
少

し
ず
つ
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
(

Ｙ)  

      
  

広
報
や
な
せ
が
わ 

第
五
三
号 

 

編
集 

柳
瀬
川
町
内
会 

広
報
部 

部
長 

宮
川 

憲
一 

委
員 

竹
前
恵
美
子 

委
員 

結
川 

一
義 


